
















































































すくなるのである。本研究では，自然発話スタイルの音声として，独話形式 2 種類と対話形式 3 種類
の発話を分析の対象として用いることにした。
５．収集したデータの種類
本研究のために収集した音声データは，以下の 5 種類である。データ収集には 1 人につき約 3 時間
かかり，調査の参加者には謝金を支払った。また音声収録は，OPI 日本語インタビューテスト資格を
持つ研究協力者に依頼した。
(a) ストーリー・テリング（1-4 分）： 5 コマまんがのストーリーを話す。
(b) ストーリー・テリング（1-4 分）： 4 コマまんがのストーリーを話す。
(c) ロール・プレイ「依頼」（3-5 分）： アルバイト先の仕事の日数を減らしてくれるよう依頼する。
(d) ロール・プレイ「断り」（3-5 分）： アルバイト先の店で頼まれた調理の仕事を断る。








(A) SPOT90（10-15 分）： 運用力測定のための聞き取り形式のオンライン文法テスト
(B) J-CAT（30-60 分）： 聴解，語彙，文法，読解の 4 分野からなるオンライン日本語能力判定テスト
６．縦断データの内容
2013 年にモスクワにて調査を開始し，ロシア語を母語とする日本語学習者 52 人による日本語の自然
発話スタイルの音声を収録した。その後，2015 年にも同様の調査を行い，2013 年に調査を受けた学習




（1）第 1 調査： 2013 年 5 月
対象： モスクワで日本語を学習する大学生 52 人
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学年： 1 年生 16 人，2 年生 8 人，3 年生 10 人，4 年生 10 人，5 年生 8 人
日本語レベル（J-CAT）： 初級 1 人
中級 46 人（中級前半 11 人，中級 17 人，中級後半 18 人）
上級 5 人 （上級前半 4 人，上級 1 人）
（2）第 2 調査： 2015 年 3 月（第 1 調査の対象者と新たに参加した学習者 4 人）
対象： 28 人（3 年生 9 人，4 年生 8 人，5 年生 9 人，卒業生 2 人）
（3）第 3 調査： 2016 年 5 月（第 1，2 調査の対象者）
対象： 15 人（4 年生 9 人，大学院生 2 人，卒業生 4 人）
（4）第 4 調査： 2017 年 11 月（第 1，2，3 調査の対象者）














業を順次行う予定である。まず，2013 年に収集した 52 人の音声データの評価結果を分析し，ロシア語
母語話者の日本語能力レベル別の音声の特徴および音声習得上の難易について明らかにする。その後，
各学習者の日本語能力レベルと音声習得状況を照らし合わせ，ロシア語母語話者による日本語音声の
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